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平成 17 年 3 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 16 年 11 月 26 日の中間決算発表時に公表いたしました平成 17 年 3 月期（平成 16 年 4 月 1
日～平成 17 年 3 月 31 日）の通期業績予想を、下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたし
ます。 

記 
 
１．平成17年3月期の通期連結業績予想数値の修正（平成16年4月1日～平成17年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ４５３，０００ △４０，０００ △１０６，０００ 

今回修正予想（Ｂ） ４５０，６００ △２６，０００ △１０１，６００ 

増  減  額（Ｂ-Ａ） △２，４００ １４，０００ ４，４００ 

増  減  率 △０．５％ ― ― 

前期実績(平成 16 年 3月期) ３４０，５８４ １２，７１２ ６，６３９ 

 
２．平成17年3月期の通期個別業績予想数値の修正（平成16年4月1日～平成17年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ３５２，０００ △４４，０００ △１０８，０００ 

今回修正予想（Ｂ） ３５３，３００ △３３，９００ △９９，６００ 

増  減  額（Ｂ-Ａ） １，３００ １０，１００ ８，４００ 

増  減  率 ０．４％ ― ― 

前期実績(平成 16 年 3月期) ３１９，８３１ １０，３８５ ６，０３６ 

 
３．修正の理由 

連結業績予想の修正の理由は以下のとおりであります。 

当社グループは、主要な事業である不動産販売事業において、グループ連携強化による組織

的販売体制の定着、事業収益の改善に取り組み着実にその成果をあげてまいりました。 

その結果、マンション分譲事業の売上高がほぼ計画通りとなる見込みでありますが、一方で

マンション売上総利益は、利益率が予想を上回ったことにより計画に対し上振れするとともに、

経費等の削減効果も寄与し、公表計画に比べ経常利益の損失予想額が 140 億円（改善率 35.0％）

改善する見込みであります。 
 
＜業績等の予想に関する注意事項＞ 
 上記の予想数値は現時点で得られた情報に基づいて判断した予想であり、実際の業績等は様々 
な要因により当該予想と異なる可能性がありますことをご承知おき下さい。 

以  上 


